
．４
年
度
に
実
施
す
る
教
員
採
用

験
を
受
験
で
き
る
新
た
な
制
度

者
が
減
る
中
、
優
秀
な
学
生
を

験
機
会
が
増
え
、
学
生
に
も
メ

も
同
様
の
施
策
を
打
ち
出
し
て

不
透
明
だ
。

て
、
福
永
憲
克
県
教
育
長
は
今

年
１
月
の
定
例
会
見
で

「効
果

と
意
味
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の

か
。
３
年
生
は
教
員
に
な
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
し

っ

か
り
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
否

定
的
な
考
え
を
示
し

て
い
た

が
、
そ
れ
を
翻
し
た
格
好
と
な

っ
た
。
県
教
委
は

「他
府
県
の

動
き
は

注
視
し
て
い
た
が
、

そ
れ
が
決
め
手

に
な

っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
多
く

の
学
生

に
教
員
の
道
に
進
ん

で
も
ら

い
た
い
」
と
新
制
度
に
期
待
す

る
。ま

た
、
受
験
者
の
負
担
軽
減

や
機
会
増
を
見
据
え
、
来
年
度

の
選
考
を
１
週
間
ほ
ど
前
倒
し

す
る
「
金
校
種

・
職
種
で
１
次

試
験
の
集
団
面
接
を
廃
止
、
２

次
試
験
で
も
小
学
校
教
員
の
専

門
実
技

は
音
楽
を
や
め
て
体

育
の
み
と

す
る
「
２３
年
度
に

初
め
て
行

つ
た
現

役
教
員
ら

対
象
の
秋
採
用

で
は

募
集
範

囲
を
中
学
教
員

に
も
拡
充
す

る
。

案
儀

行
政

詳
し
く

寝

会

濁

に

呼

っ

か

り

共
産
、大
野
氏
県
政
報
告
で

共
産
党
滋
賀
県
議
団
は
２９

日
、
大
野
和
三
郎
県
議

（無
所

属
）
の
県
政
報
告
の
発
行
費
用

が
不
当
に
高
く
、
県
政
治
倫
理

条
例
に
反
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

設
置
に
賛
同
す
る
よ
う
文
書
で

呼
び
か
け
た
。

文
書
に
よ
る
と
、
大
野
県
議

が
政
務
活
動
費
か
ら
支
払

っ
た

２
０
１
７
～
２０
年
度
の
県
政
報

告
の
発
行
費
用
が
不
当
に
高
く

「政
務
活
動
賢
を
二
重
取
り
し

機
に
、
栗
東
に
お
返
し
が
し
た

い
と
４
富
山
の
会
社
が
１
月
１２

日
に
寄
付
し
た
。
市
に
よ
る
と
、

指
定
使
途
は

「若
い
世
代
の
出

産
丁
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
事
業
」
と
い
う
。

寄
贈
式
に
は
、
富
山
か
ら
舘

直
人
社
長
、
栗
東
か
ら
奥
村
忠

宏
社
長
が
出
席
。
舘
社
長
は
「あ

る
程
度
大
き
な
額
な
ら
い
ろ
ん

な
こ
と
に
使

っ
て
も
ら
え
る
。

若
い
世
代
、
本
当
に
必
要
と
さ

れ
る
方

へ
の
支
援
に
充
当
い
た

だ
け
れ
ば
」
と
語
り
、竹
村
市
長

が
感
謝
を
述
べ
た
。
（平
野
巧
）

京
都
市
内
か
ら
約
２０
分
で
ア
ク

セ
ス
で
き
る
。
地
区
内
に
は
国

道
４
７
７
号
と
堅
田
駅
を
つ
な

i
J

印
公
文
書
作
成

・
同
行
使
五

の
疑
い
で
大
津
地
検
に
盈
塁

て
い
る
。

政
倫
審
ほ
、
県
議

へ
の
議

取
り
な
ど
を
通
し
て
条
例
湊

と
認
定
す
れ
ば
、
辞
職
勧
五

ど
の
措
置
を
議
長
に
求
め
な

と
が
で
き
る
。
設
置
に
は
虐

会
の
２
会
派
以
上
、
か
つ
善

定
数
の
３
分
の
１

（“
人
〉

１
号
機
格
納
容
器
占

ロ
ボ
到
達
で
き
づ

福
島
第
１
、東
電
調
査
中
一

墓

墨

需

葱

２９
日
、
一蟹

１
原
発
生
号
機
で
実
施
し
７

た
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
調

を
中
断
し
た
と
明
ら
か
″

た
。
調
査
に
使
う

ヘ
ビ
型
百

ッ
ト
が
、
格
納
容
器
内
の
調

ポ
イ
ン
ト
に
到
達
で
き
な
益

た
。
再
開
時
期
は
未
定
と
Ｌ

い
る
。

原
子
炉
圧
力
容
器
を
支
学

生
台
の
内
側
に
撮
影
用
の
Ｒ

Ｉ
ン
を
投
入
す
る
予
定
だ

っ

が
、
無
線
中
継
の
役
割
を
畑

ヘ
ビ
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
ケ
■
ゾ

が
想
定
通
り
に
延
び
な
か
う

と
い
う
。　
　
　
　
　
　
　
一

今
回
の
調
査
は
、
溶
融
膨

料

公
ア
プ
リ
）
の
取
り
出
Ｌ

法
の
検
討
に
役
立
て
る
た
め

格
納
容
器
内
の
水
が
た
ま

っ

区
」
工
業
用
地
に

「
―

”

∵
一
■

，
■

鶴
ィ‐‐ｉ学

付寄円万千■
上こ，′Ｙ市東栗

け

栗
東
市
が
発
祥
の

「た
ち
建

設
」

（富
曲
県
砺
波
市
）
が
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

活
用
し
、
栗
東
市
に
１
千
万
円

を
寄
付
し
た
。

２９
日
に
市
役
所

で
寄
贈
式
が
あ
り
、
竹
村
健
市

長
は
礼
状
を
渡
し
た
。

同
社
は
栗
東
市
に
本
社
を
置

く

「た
ち
建
設
」
の
砺
波
支
店

と
し
て
１
９
７
３
年
に
創
業

し
、

８３
年
に
別
凝
Ｔ
芹
Ｐ
）
た
。

昨
年
で
５０
周
年
を
迎
え
た
の
を

富
.山
の会社、「発祥の地」にお返し

竹村市長 (右)から礼状を受け取 った舘社長
=29日午後 、粟東市役所

纂の宿泊者
ヨナ前超え
:訪 日客ら戻り最多


